
◆ 計画の基本的な考え方 
 

 
◆第 10 次交通安全計画の検証 

 
 
 
 
（１）計画期間の目標 

 
（２）対策 

 

 
 （３）主な施策 

 
 
 
 

 

 

◎ 第10次計画期間内の目標 死者数 5 人以下 負傷者数 1,100 人以下 
◎ 結果                                  （単位：人） 

 H28 H29 H30 R1 R2 計 

死者数 1 1 2 1 1 6 

負傷者数 312 287 253 219 171 1,242 

◎ 交通事故の特徴 
 ・死亡事故犠牲者全員が高齢者 
 ・死亡事故の半数が歩行者の道路横断中の事故 
・国道、県道等の幹線道路での事故が多い（事故全体の 5 割） 

【位置づけ】 交通安全対策基本法第 26 条の規定により、国の第 11 次交通安全基本計画及び第 11
次山形県交通安全計画に基づき、交通安全に関する分野の基本計画として新第 6 次寒
河江市振興計画に即して策定する市町村交通安全計画 

【 期 間 】 令和 3 年度～令和 7 年度の 5 年間 
【基本理念】 〇交通事故のない安全で安心な寒河江市を目指す 
       〇高齢者、障がい者、子ども等の交通弱者の安全確保 
       〇自転車の安全で適正な利用と交通マナーの向上 
       〇交通安全教育や交通環境の整備等に関する施策の充実 

第１１次寒河江市交通安全計画の概要  

１ 道路交通の安全 

 

⓵ 死者数 4人以下 （県第 11 次交通安全計画の目標値 120 人の概ね 3.76％） 

⓶ 重傷者数 52人以下 （県第 11 次交通安全計画の目標値 1,400 人の概ね 3.76％） 

 ※重傷者：交通事故によって負傷し 1 か月（30 日）以上の治療を要する者 

※3.76％：県人口に対する寒河江市の人口比率（令和２年度国勢調査より） 

 

１ 交通安全思想の普及徹底 

 ・ 幼児、高齢者に対する交通安全専門指導員を派遣しての交通安全教室の開催 

 ・ 全年齢層における「交通安全ありがとう運動」の実践による交通安全意識の醸成と横断歩行

者の安全確保 

 ・ 春、夏、秋、年末の全国交通安全運動等と連動した街頭キャンペーンや市民大会の開催 

 ・ 自転車利用時のマナー向上や自転車保険加入の促進と、ヘルメット着用及び灯火点灯の徹

底、反射材利用の促進 

２ 安全運転の確保 

 ・ 免許取得時及び免許取得後の参加･体験型の安全運転教育の推進 

 ・ 運転免許証を自主返納する高齢者への支援 

 ・ シートベルト･チャイルドシート等の着用の徹底 

３ 道路交通環境の整備 

 ・ 幹線道路と生活道路の機能分化と道路環境の整備 

 ・ 通学路等の定期的な合同点検による安全対策の推進 

 ・ バリアフリー化やカラー舗装、その他交通安全施設整備による安全･安心な歩行空間の確保 

４ 車両の安全性の確保 

 ・ 自動車の先進安全技術に対応した点検整備等の促進 

 ・ 自転車の灯火点灯促進と反射器材の普及促進 

５ 道路交通秩序の向上  

 ・ 飲酒運転や悪質･危険･迷惑性の高い交通違反撲滅への協力 

６ 救助・救急活動の充実 

 ・ ドクターヘリの活用など迅速な対応に向けた救急医療機関、消防機関等との連携協力体制の

強化 

７ 交通事故被害者等支援の推進  

 ・ 交通遺児育成基金や県交通安全母の会等が行う交通遺児支援への協力 

８ 交通事故調査・分析の充実 

 ・ 交通事故多発箇所や死亡事故の発生個所での現場点検等による関係機関･団体等との連携 道路交通安全対策についての重点事項 
 
①高齢者と子どもの安全確保 
②幹線道路での交通事故防止対策の推進 
③運転者対策の推進 
④生活道路などの道路安全施設整備による交通事故防止対策の推進 
⑤夕方から夜間にかけての交通事故防止対策の推進 
⑥衝突時の被害軽減対策の推進 

【８つの柱（施策）】 
①交通安全思想の普及徹底       ⑤道路交通秩序の向上 
②安全運転の確保           ⑥救助・救急活動の充実 
③道路交通環境の整備         ⑦交通事故被害者等支援の推進 
④車両の安全性の確保         ⑧交通事故調査・分析の充実 

２ 鉄道交通及び踏切道の安全 

 

１ 鉄道施設等の安全性の向上 

 ・ 駅施設等について、高齢者や障がい者等の安全利用に配慮した整備について連携 

２ 鉄道交通の安全に関する知識の普及 

 ・ 鉄道事故の 9 割を占める踏切内の事故防止について、広報活動の実施や知識の普及 

３ 踏切道の構造改良や踏切保安施設の整備等 

 ・ 道路交通の状況等に応じ、踏切道の構造改良促進、事故防止効果の高い保安設備の整備を要望 

４ その他の踏切道の交通の安全と円滑化を図るための措置 

 ・ 踏切支障時における非常ボタンの操作等の緊急措置の周知、広報 


